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平成22年度第2回理事会が10月15日（金）北臨技会館に

於いて開催されました。主な議題は22年度中間報告・決算報

告、新ＰＪ委員、新法人制度への対応等が議論されました。

中間報告・決算報告においては、概ね事業計画通りに遂行さ

れている旨の報告があり、承認されました。また、新PJ委員

候補者については、4圏（「旭川・空知」「北見・道東・十勝」

「道央・札幌・小樽」「室蘭・道南」）より各部門（臨床科学・

生理・病理・一般・微生物・血液・輸血）の候補者が提案さ

れ、これから活動が開始されることが承認されました。新公

益法人制度への対応としてはこれまで北臨技としては公益法

人を目指す姿勢で広報してきましたが、道庁の担当者の方と

の相談においても、決して公益法人の方が一般法人よりもス

テータスが高いわけではなく、会員の会費で運営されている

法人として支出の 50％以上を公益事業に費やすにはかなり無

理しなくてはいけないとのことで、今回一般法人への移行が
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あ提案されました。論点はどちらが会員のためになる法人か
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☆第2期生涯教育促進プロジェクト（ＰＪ事業）！ プロジェクト委員決定！☆ 

北臨技副会長 東 恭悟 

まだ８００名余りの北臨技会員が未登録！ 

会報ＪＡＭＴ11月号3ページにおいて「重要な

お知らせ！」として掲載されていますが、平成23
年度も引き続き日臨技会員として継続する為には

年会費払込方法等についての登録手続きが必要で

す。 

部門 分野 氏  名 地区 施   設 部門 分野 氏  名 地区 施   設 

 三田村 哲郎 旭川 旭川赤十字病院  山口 香織 旭川 旭川赤十字病院 

 渡邉 孝康 十勝 帯広厚生病院  須藤 英樹 十勝 帯広協会病院 

 雪下 貴圭 道央 王子総合病院  伊藤 好樹 小樽 余市協会病院 
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 横山 雄太 道南 市立函館病院 

感
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 西出 和弘 室蘭 新日鐵室蘭総合病院 

 田中 理恵 空知 滝川市立病院  木村 泉美 空知 留萌市立病院 

 浮田 康貴 道東 釧路孝仁会記念病院  小林 淳 北見 北見赤十字病院 

 高橋 亜希 道央 苫小牧市立病院  盛合 亮介 札幌 札幌医科大学附属病院 
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 山田 哲也 室蘭 市立室蘭総合病院 

血
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 齋藤 泰智 道南 市立函館病院 

 椎名 真一 空知 砂川市立病院  坂口 良典 空知 滝川市立病院 

 下江 郁一 北見 遠軽厚生病院  星   翼 道東 市立釧路総合病院 

 今川 誠 札幌 KKR札幌医療センター  米岡 麻記 札幌 北海道大学病院 
病
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 佐々木 敏洋 室蘭 新日鐵室蘭総合病院 
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 小西 裕美子 室蘭 新日鐵室蘭総合病院 

 二郷 元彦 旭川 市立旭川病院      

 北川 史彬 道東 市立釧路総合病院      

 菅野 良則 札幌 札幌社会保険総合病院      
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 岡元 香澄 道南 市立函館病院      

 11月21日（日）の精度管理セミナー終了後、札幌医大で部門員

も交え全体会議ならびに各部門会議を開催し、来年度の事業計画や

今後の部門活動について活発な意見交換を行いました。 

今期の PJ 委員は圏の選出でありますので、圏の所属地区会と北

臨技の橋渡しとなります。皆さまの御協力をお願いいたします。

北臨技会員のうち2,028名(11月12日調べ）の

方は既に登録手続きを終えていますが、800 名余

りの会員は未だ登録用紙の提出がありません。 
12 月 15 日迄に登録手続きを完了しましたら口座

引き落としに間に合いますので早急に手続きを行

って下さい。登録用紙は9月に各会員に送付され

ているほか、日臨技のホームページからもダウン

ロード出来ます。 
なお、会費の納入は従来通り日臨技会費と北臨

技会費の一括徴収となります。 
ご協力よろしくお願いいたします。 

◆ 精度管理セミナーコスモス 終了報告 ◆ 

                   生涯教育研修部長 三浦 玲子 

平成22年11月20日、21日（土日）に札幌医大臨床教育棟大講堂で一回目

の精度管理セミナー「コスモス」を開催しました。これまでの「はまなす」や

「マウレ」の形式を変更し、一会場で全体の精度管理報告を行うことにしまし

たので、どの程度の参加者になるか見当がつきませんでしたが、会員・賛助会

員を含め100名を超える人数になりました。 
 第一部の北臨技標準化事業報告と第二部の平成 21 年度日臨技精度管理調査

北海道分集計は、全部門の集計結果を担当部門員が解析して発表を行い、全国

と北海道の差を明らかにし、その部分の底上げをどの様に行うか、方向性が示

されて非常に有意義でありました。第三部のコントロールサーベイ報告では、

前日の日臨技精度管理報告での問題点が、今年度どの様になっているかが提示

され、非常に趣深いものがありました。また、今年度から立ち上がった日臨技

の施設認証制度について、担当の小沼利光日臨技副会長より詳細な説明とこれ

からの日臨技の方向性の話が聞けました。姉妹技師会である千葉県技師会から

お招きした末吉茂雄技師からは、日臨技の精度管理調査も担当されていること

から県技師会での取り組みと日臨技全体の動きについての話を聞くことがで

きました。北海道も平成24年度にはCBCを含む精度管理調査を実施する予定

があり、役に立つ情報が詰まったセミナーでありました。 
★精度保証施設認証制度申請について★ 

平成 22 年度の申請期間は 12 月 1 日から 12

月14日です。制度の概要、申請書を含む関係書

類は、日臨技ホームページからダウンロードす

ることが可能です。認証制度に申請される施設

の代表者は、申請期間中に申請書および提出書

類を全て揃えて北臨技事務所宛に郵送をお願い

いたします。 

※求人情報は裏面に掲載します

● 北臨技独自の会員制度決定 ● 
＝個人の賛助会員を新設！＝ 

10月15日に開催された第２回理事会において、定年退職された臨床検査技

師・衛生検査技師の方を対象とする「賛助会員（個人）」を新しく設定するこ

とが承認され、来年４月１日から施行することを決定しました。日臨技に加入

することなく、北臨技の行事には参加が可能になります。 

なお、詳細及び申込手続きにつきましては後日お知らせいたします。 


